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　ヒチコックには「黄
ヒチコック・デッケイド

金の十年間」１）があるようで

す。確かにこの10年間は傑作が多いので、列記し

てみましょう。①ダイヤルＭを廻せ！（1954）、②

裏窓（1954）、③泥棒成金（1955）、④ハリーの災

難（1956）、⑤知りすぎていた男（1956）、⑥間違え

られた男（1957）、⑦めまい（1958）、⑧北北西に進

路を取れ（1959）、⑨サイコ（1960）、⑩鳥（1963）、

⑪マーニー（1964）です。

　この時期に何があったのか、本格推理小説家の島

田荘司氏は３枚のカードを使い考察しています１）。

１枚目のカードは撮影監督Ｒ
ロバート

・バークス。「見知ら

ぬ乗客（1951）」からヒチコックと仕事をしていま

すが、カラー作品になってから力を発揮し①を撮り

ます。⑨は白黒映像にて他者が撮影監督になるも、

⑪までヒチコックと一緒でした。

　次の２枚目のカードは、フィルム編集者 Ｇ
ジョージ

・ト

マシーニ。②～⑪において撮影した長いフィルムを、

軽快なテンポに編集していきます。そして３枚目の

カードは、音楽家 Ｂ
バーナード

・ハーマン。指揮者でもある

彼の素晴らしい才能と④で出会い、⑪までヒチコッ

クの魅惑世界を音楽表現します。ちなみに⑩は無音

楽作品ですが、音響アドヴァイザーとして担当。

　以上が島田氏の３枚のカードですが、私はさらに

渡辺氏の論評１）から４枚目のカードを見つけまし

た。衣装担当のＥ
イーデス

・ヘッドです。彼女は「汚名（1946）」

で一度仕事をしますが、②から遺作の「ファミリー・

プロット（1976）」まで組んでいました。

　これら４枚のカードが揃った作品⑤⑥⑦⑧⑩⑪

が、「黄金の十年間」の中でもヒチコックの絶頂期

なのでしょう（④は補足参照、⑨は別格的作品）。

　今回は、⑤の「知りすぎていた男」について書い

ていきます。これは「暗殺者の家（1934）」のリメ

イクで、両者ともに原題はThe Man Who Knew 

Too Muchです。射撃の達人役を⑤では、歌手だっ

た女性に替えて登場させます、Ｄ
ドリス

・デイです。

　彼女の歌う「ケ
QUE

・セ
S E R A

ラ・セ
S E R A

ラ」は本作品の重要な

伏線になっています。デイはこの子守歌を、初め嫌っ

ていました２）。ヒチコックは何とか説得して歌わせ

たようです。曲は幸運にもデイの代表曲になり、そ

の後ハリウッドの大スターになっていきます。しか

し、ある事件をきっかけに一時引退します。「シャ

ロン・テート事件」です。

　映画「ローズマリーの赤ちゃん」（1968）で成功

したＲ
ロマン

・ポランスキー監督は、ロサンゼルスに引っ

越します。そこでパーティを開いていた妻で女優の

Ｓ
シャロン

・テートを含む４人が、カルト教団マンソン・ファ

ミリーに襲われて惨殺されました（1969）。テート

は妊娠８か月で子宮も裂かれていたようです。

　ここでファミリーの首領 Ｃ
チャールズ

・マンソンは、襲う

相手を間違えていたのです。彼が狙っていたのは、

音楽プロデューサーのＴ
テリー

・メルチャー、デイの息子

です。メルチャーは、事件の１週間前に引っ越しを

していて無事でした。彼の母・デイは一人息子が殺

されたかもしれない事件のショックで、全く声が出

なくなったのです３）。その後彼女はペットの愛護施

設などを経営し、2011年にアルバムを久々に発表。

2019年に死去しました（享年97歳）。

　また⑤を、Ｇ
グレース

・ケリーと決別するため意図的に

作った、と見る人もいます４）。ヒチコックはケリー

を①②③で起用しました。当時は「今後の自分の全

作品をケリー主演で撮りたい」と公言していたよう

です５）。ところが、モナコ公国レーニエ大公と結婚

して引退してしまったのです６）。⑤の中で、ホテル

の新聞売場に「パリ・マッチ誌」が置いています（約

42分経過時）。その表紙がモナコ公妃とのこと。故

に⑤は、映画の中で男性を魅
ハ ン ト

了するケリーよりも家

庭的な母親役デイを前面に押し出した、「さらばＧ・

ケリー！の映画だ」４）と言う人もいます。

　さて次は、どの作品を知りすぎ
4 4 4 4

てみましょうか。
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